The Formation of the Electric Power Monopoly in the Kansai District by 渡, 哲郎
Title関西における電力独占体の形成 - 京都電灯の小売企業化を中心に -
Author(s)渡, 哲郎











西ドイツ労働組合の成立・・ー .......……… ・ー 久 本 憲 夫 13 
日本帝国主義形成期における




Claude Quetel. De par le Roy: 
渡 哲郎 49
内田 滋 70
Essai sur les lettres de cachet， Toulouse 1981 























































の供給区域は京都市内D一部であったが，徐々 に区域を鉱大し， 189匂年大津， 1899年福井に営業
所を設け，京都・滋賀ー 福弁の各府県にまたがる供拍区域を持つに至った心
め 本節の記述は主に芦高竪作『京都電灯株式会社五十年史j，1939年， 第2篇第 2章，第3篇第
13車こよる。
















2，500 KW， 1，500 KWの売買契約が結ぼれ， 京電は宇治電から買電を行弓こと




年 ! 自社平量|購主主力量 i供給量合計 1購入車〈初
1914 19，138 26，348 45，486 58.0 
1916 23，623 31，916 55，539 57.5 
1918 51，535 33，583 85，118 39.5 
1919 64，906 32，61見 97，518 33.4 
1921 76，977 33，388 110，365 30.3 
1923 80，474 58，045 138，519 41.9 
1925 103，279 96，410 199，689 48.3 
1929 130，973 258，052 389，025 66.3 
1931 139，239 304，025 443，264 68.6 




B) ~電気事業要覧』第9 固からの推計によれば， 1915年時者における京電の発送電費用は1KWH
l銭弱であったが，火力発電を増加した場合はj 費用がさらに上昇することが予想された。
9) 前掲梓『字詰電之回顧Jl， 99ヘ ン。



















































































1.7銭であった。 Lたがって， ζれに資金利子・修繕費等の費用を加えると， 火力発電費用は3
銭近〈に達レたと考えられる。
ls) 南虎男民〈京電 08)の談話。
関西における電力独占体の形成 (55) 55 
第2蓑京電の大口電力購入先〈単位， KW) 
購入先「129年 1931年 1933年
大 同 22，000 23，000 32，000 
日 電 16，C円。 20，500 29，070 
「寸4一 治 電 8，口日O 19，000 22，000 
白山水力 15，500 12，000 
矢作水力 12，000 
A 5社合計 61，500 74，500 95，070 
山陽中水 2，500 4，500 7，5口日
y、戸 の 他 60 310 60 
R 総 計 64，060 79，310 102，630 






















宇治電より|大同より 1 日電より 電灯料金|動力料金
1913 0.95 15.0 
1917 0.% 8.0-13.0 
1921 0.95 8.0-13.0 
1925 ? 。 2.45 8. 0~13.0 
1929 2.30 2.55 2，45 6.0-13.0 


























KWH)，京電郡部 13-8，岡山陰支社19ー は京都而電 13-6，宇治市 9，石川|村20，夜久野水
電組合 20または 22，椿尾水電 2G~ Ii電主事業要覧1第出回より。
関西における電刀独占体の形成 (57) 57 
第4表京電と大同の収支状況〈単位千円〉
|年|収 入|長 出|利 益|訴躍霊|供給電力量
京電〕
1925 9，667(4.8) 5，042(2.5) 4，625(2.3) 19.6% 199，689千KWH
1928 15，377 (4.9) 9，871(31) 5，506(1.8) 16_4 315，840 
1931 18，098(4.1) 13，436(3.0) 4，662(1.1) 12.0 443，264 
〔大〕同
1925 25，892(2.3) 15，442(1.4) 10，450(0.9) 9.3 1，115，619 
1928 36，153(2.0) 21，981(1.2) 14，1n(0.8) 10.9 1，763，099 



































1899 230 530 760 ワ ワ
1904 660 932 1，592 ワ ワ
1907 2，180 597 2，777 1，607 1，170 
1909 2，940 150 3，090 2，633 457 
1911 6，540 650 7，190 5，267 1，923 
1913 11，28日 4，000 15，280 7，875 7，405 
1915 15，484 4，000 19，484 9，659 9，825 
1917 18，310 4，000 22，310 15，921 6，389 
1919 22，337 5，OC日 27，337 20，507 6，830 
1921 21，417 5，000 26，417 28，244 1，827 
1923 33，217 10，800 44，017 42，346 1，671 
1925 34，247 22，4当日目 56，727 59，083 -2，356 

































23) 供給区域は電灯・小口電力 大口電力という市場別に企業へ与えられた。通常，小n電力は 1
地域における 3市場すべての供給権を持ち，後発の卸売電力は大口電力市場の供給権だけを獲得
Lた。






























































































































































われるから，電力売買契約には 定の期間〈般に 5 10年〉が定められた。
さらに，京電と宇治電の契約にも見られたように，これらの契約は市場分割条
項を伴っていたので，それらは市場分割を含めて企業聞の関係調整を行い，競

























258-26Bへージ，前掲宮崎『大同電力株式会社始草史~. 219 -223ベー ジ参照。
30) 供電組織は電力業の生産手段体系であり，発電・送電・配電に必要な諸設惰によって構成され
る。平沢要 r電気事業経済講話』上巻， 1927年， 229ベー ジ。























31) 両社の関係変化については， r大阪煤里下よりJrダfヤモンド』第5巻第1号， 1917年， r宇
































体制。成立と電力市場町展開J(3)， 359 -362ベー ジ).その不十分さは行論から明らかであろう。




関西における電力独占体の形成 (69) 69 
卸売電力と小売電力が個々に締結した売買契約の集合が一括協定に代る役割を
果たしたが，当然その機能は一括協定より弱いものであった。特に，大同によ
って関西の卸売而場を奪われた目電は結合体制への帰属度が小さしその存在
が体制の不安定さを助長したのである。
その後，機会あるごとに大同・日電を中心に競争が生じた。両社は関東への
送電能力をも持つ企業であったので，競争は関西にとどまらず，中京から関東
ヘ拡大したaη。ιうL--c ~関西の企業結合体制の不安定さが，後に日本発送電
を生みLUすに至った電力業再編の一要因となったのである。
(1982年8月〕
37) 日電は1928年，大同は翌年に東京送電線を建設し，東京屯灯が支配する京浜市場へ参入した。
「電力戦!の中から全国的規模。発送電網が生まれ，この新しし生産力水準に対応する業界体制
の再編成が課題に上ってきたのである。拙稿「電力業再編成の轟題と『電力戦』一一1920年代の
松永安左7 門と東邦電力一一JW経済論叢』第128巻第1・2号.1981年。
